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西
淡
町
と
三
原
町
の
両
町
に
ま

た
が
る
大
字
の
冠
称
と
な
っ
て
い

る
。
明
治
十
年
の
町
村
合
併
で
、

志
知
北
村
、
鑪
た
た
ら
む
ら村
、
佐さ

礼れ

尾お

村
、

松
本
村
が
合
併
し
て
志
知
村
と

な
っ
た
。
そ
の
志
知
村
が
、
町
村

制
施
行
に
よ
り
、
片
田
村
、
河こ
う
ち内

村
、
高
島
村
と
合
併
し
て
志
知
村

と
な
っ
た
。
昭
和
三
十
二
年
七
月

一
日
、
志
知
村
は
、
い
っ
た
ん
西

淡
町
に
合
併
し
た
が
、
そ
の
年
の

十
月
一
日
に
、
佐
礼
尾
、
松
本
、

中
島
、
難
波
地
区
を
境
界
変
更
し

て
、
三
原
町
に
編
入
し
た
経い
き

緯さ
つ

が
あ
る
。
初
見
は
、
貞
じ
ょ
う
お
う応
二
年

（
１
２
２
３
）の「
淡
路
国
大
田
文
」

で
「
西に
し

神じ
ん

代だ
い

郷ご
う
、
田
四
十
八
町

三
百
卅さ
ん
じ
ゅ
う
ぶ
歩
、
志
知
此
内
也
、
但
、

右う
ま
の
じ
ょ
う

馬
允
一
在
廳ち
ょ
う
屋
敷
也
、
此
外

国
中
無
志
知
庄
也
」
と
あ
る
。
こ

れ
に
よ
る
と
、
西
神
代
郷
の
中
に

志
知
が
あ
り
、
そ
こ
に
右
馬
允

と
い
う
在
庁
官
人
の
屋
敷
が
あ

る
。
そ
れ
以
外
、
淡
路
に
志
知
と

い
う
荘
園
は
な
い
。
西
神
代
郷

は
、
中
島
か
ら
西
の
地
域
に
比ひ

定て
い
さ
れ
る
。
在
庁
と
は
国
衙
の
役

人
で
、
右
馬
允
は
「
淡
路
国
大
田

文
」
に
署
名
し
て
い
る
有
力
な
土

着
の
武
士
で
、
承
じ
ょ
う
き
ゅ
う
久
の
乱
に
生

き
残
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。『
太

平
記
』
に
よ
れ
ば
、
志
知
の
武
士

団
が
阿
間
（
阿
万
）
武
士
団
と
と

と
も
に
南
朝
方
に
つ
い
て
活
躍
し

て
い
る
。
志
知
の
武
士
団
は
水

軍
で
あ
っ
た
。『
重
ち
ょ
う
し
ゅ
う修
淡あ
わ
路じ

常と
き
わ盤

草ぐ
さ
』（
宝
暦
８
年
）
で
は
、
中
世

に
お
い
て
松
本
・
鑪
・
志
知
北
村

が
志
知
庄
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
書

か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
志
知
城
を

中
心
と
し
た
地
域
で
あ
る
。
大
日

川
は
、
近
世
初
め
ま
で
、
瀬
戸
内

海
か
ら
、
志
知
城
ま
で
船
で
遡
さ
か
の
ぼる

こ
と
が
で
き
た
。
護
岸
の
な
い
中

世
の
大
日
川
は
、
蛇
行
し
て
、
湿

地
帯
が
多
か
っ
た
。
志
知
の
語
源

は
、「
湿
」の
転
訛
と
考
え
ら
れ
る
。

第
７
編　

各
説　

地
名
の
改
変

三
原
郡
の
大
字
と
冠
称
の
由
来
か
ら
抜
粋

広報 

地
名
の
由
来 

そ
の
12　

『続三原郡史』志 

知
（
し
ち
）

郡
史
の
拾
い
読
み　

知
っ
て
お
き
た
い
・
・
・

「
湿し

つ

」の
転て

ん

訛か

…
？

問
編
纂
事
務
局

　

市
長
公
室
☎
43
・
５
０
０
２

３
０
０
０
人
余
の
人
名
掲
載
！

広
報
南
あ
わ
じ
　
2010.6.1　

No.65　
編
集
発
行
：
南
あ
わ
じ
市
総
務
部
情
報
課
／
〒
656-0472 兵

庫
県
南
あ
わ
じ
市
市
善
光
寺
18番

地
27　

TEL（
0799）43-5003　

FA
X（
0799）43-5103

高速料金値上げに抗議、決起集会行う
　神戸淡路鳴門自動車道が実質値上げとな

る国（国土交通省）の新料金体系に抗議・反

対するため５月８日、島民決起集会が淡路ハ

イウェイオアシスで行われました。集会には、

自治会や様々な業界関係者ら同自動車道利

用促進島民会議の構成メンバー55団体、約

1,000人が「格差料金反対」等のプラカード

やのぼりを持ち集結。「料金値上げ反対！」と、

こぶしを突き上げ力強く訴えました。

　また、４月下旬からゴールデンウィークにかけ

て署名活動を実施。自治会の隣保回覧や各種団

体、観光施設やイベント会場で募った結果、島内

で約14万人もの多くの署名が集まりました。

　５月21日には、集まった署名を手に淡路島

民会議を代表して淡路島市長会や各種団体

神戸淡路鳴門自動車道

新料金制度に反対 !!

代表者、また淡路島３市議会などが上京し、国土交通省や民主党副幹事長、兵庫県選出国会議員に対

し新料金体系の見直しを求め、淡路島民の強い想いを伝えました。

　兵庫県と島内３市及び３市議会は、新料金体系の実施に伴う、競合する他の公共交通機関について

も同時に救済支援するよう要望活動を行っています。

問市長公室☎43-5002

14万人の署名を国に提出。
高速道路の新料金体系の見直しを求める。

▲要望を国土交通省へ

▲要望を民主党へ


